
回
目
ハ
」

拝６

溺.356

-

示談

執の実りに

　感謝し･て●●●●

　11月23日、上田の磐裂神社の例大祭で「ハンギリ祭

り」と呼ばれる珍しい祭りが行われました。

　この祭りは、五穀豊穣を神に感謝し奉納するため、

今年取れたばかりの新米の御飯を、タライに似た大型

の桶のハンギリに酒でねりつけ、みこしのように掛け

声勇しくもみ合う゛男の祭りwで、栃木県まつり100選

にもなっています。
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町発展への功績をたたえ

　　　自治功労者、10名を表彰

　
長
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
や
他
の
膜
範
と
な
る
行
為

の
あ
っ
た
方
な
ど
、
政
治
、
経
済
、

社
会
、
そ
の
他
各
方
面
に
お
い
て
功

績
が
あ
っ
た
方
々
の
白
沢
功
労
老
友

尚
武
が
、
十
一
月
四
日
、
役
場
正
庁

で
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
、
受
賞
（
功
労
尹
徳
行
貨
）

に
な
ら
れ
た
十
名
の
方
に
は
、
町
長

よ
り
表
彰
八
丁
記
章
及
び
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
（
順
不
同
・
敬
称
略
二

○
八
年
以
上
町
長
、
町
議
会
議
員
の

　
職
に
あ
っ
た
者
二
皿
り
返
し
長
彰
）

　
　
石
　
川
　
　
昭
　
三

　
　
　
福
和
田
で
　
．
託
八
九
番
地
二

〇
十
五
年
以
Ｌ
都
市
計
画
審
議
会
委

　
員
、
企
画
委
員
会
委
員
、
社
会
教

　
育
委
員
、
福
祉
委
‥
ほ
の
職
に
あ
っ

　
た
者

　
　
山
　
野
　
　
牡
　
雄

　
　
　
　
ト
旧
二
八
三
番
地
一

〇
町
に
討
し
一
件
戸
・
刀
円
以
ト
の
兪

　
品
を
寄
附
し
た
者
（
法
人
を
除
く
）

　
た
だ
し
、
受
燧
者
の
当
該
受
益
に

　
関
す
る
寄
附
を
除
く

｀Ｗｙ

　
　
鯉
　
沼
　
　
悳
　
子

　
　
　
　
中
兜
町
八
番
卜
一
け

　
　
鈴
　
木
　
　
史
　
郎

　
　
　
　
安
塚
一
、
紀
年
五
番
地

　
　
松
　
本
　
　
幸
　
雄

　
　
　
　
中
兜
町
じ
番
ト
ー
号

言
丁
年
以
Ｌ
町
職
‥
貝
と
し
て
勤
務

　
し
、
成
績
優
れ
功
分
か
あ
っ
た
と

　
認
め
ら
れ
る
咎

　
　
江
　
田
　
登
　
美
　
子

　
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
一
丁
目
千
五
番
七
号

　
　
早
乙
女
　
富
士
吉

　
　
　
下
秘
奥
一
、
囚
七
三
番
地
二

　
　
寺
　
内
　
　
　
　
進

　
　
　
　
中
央
町
ト
四
番
十
二
マ

　
　
山
　
ロ
　
　
ー
ニ
　
男

　
　
　
安
塚
て
ご
二
二
面
地
十
一

　
　
山
　
田
　
　
　
　
真

　
　
　
　
千
生
ト
几
ト
五
番
地

意
見
・
要
望
を
町
政
に

　
　
　
　
町
政
懇
談
会
開
か
れ
る

　
昭
和
六
ト
四
年
度
の
予
算
編
成
に

向
け
て
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
の

建
設
的
な
ご
意
見
言
籐
望
を
行
政

に
反
映
し
、
活
力
と
潤
い
万
あ
る
誇

町
教
育
文
化
祭
を
開
催

　
十
一
月
二
卜
二
日
、
町
教
育
文
化

奈
が
Ｔ
生
中
火
公
民
館
で
行
わ
れ
、

そ
の
席
卜
、
町
教
育
の
抜
荷
発
展
の

た
め
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た
方
々
に

表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
、
町
長
よ
り

増
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
悦
同
中
ホ
ー
ル
で
は
、
習
字

図
画
作
品
展
示
（
２
０
口
～
９
９
言
）
が
あ

り
、
町
内
の
小
・
中
学
生
の
力
作
が

見
る
八
の
心
を
栗
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
）

れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
十

一
月
ト
八
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で

町
自
治
会
運
介
会
主
催
に
よ
り
、
町

政
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
町
内
各
自
治
会
長
及

び
町
執
行
部
と
し
て
町
長
を
け
じ
め

四
役
、
各
郡
長
、
教
育
次
長
、
そ
し

て
、
各
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
窓
口
乙
・
要
望
の
う
ち
主
な
も
の
と

し
て
は
、
町
道
の
整
備
・
拡
幅
や
側

溝
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
な
ど
の
基
礎
的
な
条
件
整

備
を
は
じ
め
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
で
は
、
Ｌ
・
下
水
道
の
整
備
や

住
居
表
示
の
実
施
・
公
園
某
地
の
造

成
・
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
が
、
さ
ら

に
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
し
て
、

公
民
館
の
建
設
な
ど
、
地
域
性
を
反

映
し
た
多
く
の
建
設
的
な
意
見
・
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
・
要
望

を
ト
分
に
検
討
し
、
実
現
可
能
な
も

の
は
新
年
度
予
算
に
計
上
し
、
ま
た
、

期
間
を
要
す
る
も
の
や
、
町
民
の
協

力
を
必
要
と
す
る
も
の
な
ど
は
、
吋

検
討
の
う
え
、
町
政
ド
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



| | l l 目 | 聞 | | 目 l l l l 山 口 | l i l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 目

国
民
年
金
で
受
賞

　
　
　
上
田
西
金
剛
地
納
税
組
合

　
国
民
年
金
推
進
月
闇
市
業
の
一
環

と
し
て
、
十
一
月
四
日
、
県
公
館
に

於
て
国
民
年
企
功
労
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
そ
の
席
上
、
Ｌ
田
西
金
剛
地

納
税
組
合
（
上
田
建
雄
代
表
）
が
、

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
同
納
枚
組
介
は
国
民
年

金
制
度
発
足
以
来
、
国
民
年
金
の
保

険
れ
納
付
を
、
堅
実
に
行
っ
て
き
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
委
員
で
は
荒
川
三
郎

さ
ん
（
大
師
町
）
が
、
県
知
参
よ
り

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
荒
川
さ
ん
は
、
町
国
民
年
金
協
力

委
員
と
し
て
、
昭
和
囚
ナ
元
年
よ
り
、

年
金
制
度
の
普
及
、
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
｀
充
↓
‐
　
　
”
ほ
’
　
第
二
十
六
回
栃
木
県
統
計
大
会
見

県
永
谷
大
会
て
表
章
　
土
屋
百
長
大
応
万
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
統
計
協
会
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
現
状
の
認
識
を
踏
ま
え
、

三
項
目
か
ら
な
る
大
金
穴
言
を
し
、

統
計
関
係
者
の
表
彰
を
し
ま
し
た
。

町
内
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
柿
本
県
統
計
協
合
名
誉
会
長
表
彰

　
統
計
調
会
員
　
　

言
言

○
総
務
庁
長
音
大
郷

　
統
計
功
労
者
　
　
氷
　
野
　
　
明

人
権
擁
護
で
表
彰
さ
れ
る

　
昭
和
六
ト
三
年
ぼ
栃
本
県
人
権
擁

護
委
員
逓
合
会
大
会
が
、
十
一
月
ト

八
日
、
県
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
田

辺
武
さ
ん
と
橋
本
茂
さ
ん
に
、
宇
都

宮
地
方
法
務
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
積
極
的
な
人
権

梅
護
活
動
の
巧
緻
が
あ
っ
た
と
し
て
、

表
が
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
特
に
本
年
は
、
「
世
界
人
権
宣
言

並
び
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
四
十
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、
今

後
の
お
二
八
の
御
話
耀
か
期
待
さ
れ

ま
す
。

栃
木
地
区
公
衆
衛
生
大
会
で
表
彰

　
１
一
月
丿
七
日
、
大
平
町
民
ホ
ー
　
　
区
公
衆
衛
生
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内

ル
に
お
い
て
、
第
二
十
七
回
栃
本
地
　
　
か
ら
十
名
の
万
が
、
保
健
衛
生
功
労

者
と
し
て
火
会
長
・
保
健
所
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
母
子
保
健
後
進
員
　
粂
川
　
綾
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
合
　
昭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
楳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
田
　
フ
ク

◇
健
康
教
京
女
の
会
　
武
藤
　
菊
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
佐
江
子

◇
飲
食
店
　
　
　
　
　
寺
内
　
秀
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
永
　
　
正

病
気
見
舞
金
を

　
　
町
へ
寄
付

　
壬
生
下
馬
本
の
萌
黄
多
一
さ
ん
は

病
気
に
な
っ
た
時
に
い
た
だ
い
た
御

見
舞
金
元
ご
二
五
、
〇
〇
〇
円
て
孚
持

金
（
礼
〇
、
五
言
二
円
）
の
計
二
八
五
、

五
〇
三
円
を
、
「
福
祉
の
た
め
に
お
使

い
く
だ
さ
い
」
と
町
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
か
こ

　
な
お
、
百
薬
さ
ん
は
、
六
十
一
年

の
秋
の
叙
動
で
郵
政
業
務
功
労
と
し

て
勲
七
等
青
色
相
英
章
を
受
章
さ
れ

て
お
り
、
永
年
、
壬
生
ト
馬
本
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
を
勤
め
ら
れ
、
老
人
福

祉
の
た
め
に
功
猷
さ
・
れ
て
い
ま
す
。

◇
水
道
事
業
　
　
　
　
清
水

◇
放
射
線
技
師
　
　
　
三
代

○
食
品
衛
生
優
良
施
設

光
男

　
忠

「
カ
ワ
シ
フ

心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります
１

壬生町民憲章
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Ｊ謳励詔肺胞回
　昭和63年度上半期(詐言ｕ)

執行状況〕

97,000千円（25,896千円）26.7％

97,000千円（46,494千円）47.9％

88,758千円（61,414千円）69.2％

地方譲与税

m
m

使用料及び手数料

分担金及び負担金

財産収入

奮案‾加｢設暑瀾‾
1に宮づ七奮

利子割交付金

-~~
寄　附　金

交通安全対策
特別交付金

　59,847千円（32,551千円）54.4％

　44,822千円（24,419千円）54.5％

　43,000千円（18,863千円）43.9％

32,720千円（2,911千円）8.9％

14,190千円（14,190千円）100％

10,000千円（5,207千円）52.1％
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　町では、町民のみなさんに財政の実態

を知っていただくため、毎年２回「壬生

町の財政」を公表しています。

　今回は、63年度上半期（昭和63年４月

１日から９月30日）の財政状況をお知ら

せします。

〔一般会計予算の

届早二　回腸回宍歳出|
15億70,378千円（6億15,047千円）

教　育　費

土　木　費14億71,731千円（嗜27,792千円） 鰯
総　務　費8億91，914千円（3億47,540千円） 願朧朧順順

衛　生　費j　7億23,596千円（1億36,544千円） 誰船棚願

　　6億30,5!8千円（2億83,471千円）龍願。礁瀕妬
特別会計（上半期）　　　　’二二二二二二二　　二　゛

　
汀状況　　　　　　（単位:千円）　　2億92,244千円‾‾こ√ぷン目頭

公　憤　費

民　生　費

消　防　費
厠
Ｈ 尚||

廉鰯
廟 騰 類晰

ｊ

|鰯 願搾
｜

|

|　　り僣44,488千円）’゛゛四談

　　2剽昌?‾jT祠回

1億18,704千円（56,313干叫‾石‾深顛

1億9,590千円（79,145千円）唇‾ﾚお緩

19,302千円（7,325千円）37.9％順

　　　　14,314千円（o円）O％□

　　　　5,302千円（o円）O％［

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　3千円（o円）O％L

Ｕ

農林水産業費扉 躯 撫顛
｜

国民健康保険 1,597,773
805,096 513,103

議　会　費「50.4％ 32.1％

公共下水道 973,973
276,777 280,810

商　工　費28.4％ 28.8％

国谷区画整理 77,866
2,015 32,855 ※収支の不足額は、

一般会計から

　運用しました。 労　働　費2.6％ 42.2％

予　備　費奨学資金 1,396
755 1,120

54.1％ 80.2％

災害復旧費老人保健 1,170,914
491,080 466,128

41.9％ 39.8％

諸支出金

水　　　道

収益的収支

　　　402,422

事業収益

　152,704

事業費用

　133,801

※
※資本的収支の収入額が資本的支出額に不足する額は、

　過年度・当年度損益勘定留保資金及び畢設改良積立金

　で補てんしました。

37.9％ 33.2％

資本的

収入21,930

支出138,062

収入

　　3,570

支出

48､101

16.3％ 34.8％

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
（
（
陥
二
二
三
四
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

2
1
世
紀
の
老
人
施
設
に

　
　
　
　
　
さ
き
か
け
て

「
み
な
と
荘
」
が
開
設

　
集
団
で
の
宿
泊
生
活
や
野
外
活
動

を
通
し
て
心
身
を
鍛
え
よ
う
と
、
羽

生
田
小
学
校
（
野
原
宏
悛
校
長
）
で

は
、
十
一
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
嘉
陽
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
広

場
で
、
五
年
生
を
対
象
と
し
た
宿
泊

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
頃
、
勉
強
に
追
わ
れ
が
ち
な
子

供
た
ち
も
、
星
座
の
観
測
や
、
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
た
く
ま
し
く
こ
な
し
、
楽
し
い

中
に
も
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
｝

　
県
内
初
の
老
人
保
健
施
設
″
み
な

言
茫
を
社
会
福
祉
法
人
ご
何
の
木

会
″
が
本
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
″
し
も
つ
け
荘
〃
の
西
隣
に
建
設

さ
れ
、
去
る
十
一
月
二
十
二
日
に
オ

ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
寝
た
き
り
の
お
年

寄
り
の
方
た
ち
に
、
医
療
、
看
護
、

介
護
お
よ
び
機
能
回
復
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
自
立
を
支
援
し
、
家
庭
復
帰

を
促
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
る
な
か

で
、
町
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ

ー
ム
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多

種
多
様
化
す
る
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
″
し
も
つ
け
荘
゛
と
と
も
に
、
本

町
の
要
介
護
老
人
と
の
係
わ
り
も
深

い
施
設
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
当
施
設
の
開
設
を
前
に
、
十
一
月

十
八
日
、
町
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整

チ
ー
ム
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
二
十
八
日
に
は
県
会
議

員
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章

剣
道
で
明
る
い
家
庭

　
話
題
の
家
庭
は
中
表
町
の
大
垣
賢

吾
さ
ん
の
家
庭
で
、
賢
匹
さ
ん
三
役
、

妻
の
保
子
さ
ん
も
三
役
、
そ
し
て
、

長
女
の
ひ
と
み
さ
ん
初
段
、
長
男
の

卓
巳
君
も
初
段
と
家
族
全
員
が
有
段

者
で
、
合
せ
て
八
段
と
い
う
剣
道
一

家
で
す
。

　
昭
和
斤
ナ
五
年
に
ひ
と
み
さ
ん
が

壬
生
少
年
剣
道
教
室
に
八
す
し
た
の

を
機
に
、
翌
年
卓
巳
君
と
保
子
さ
ん

も
入
学
。
「
こ
た
つ
に
入
っ
て
い
る

よ
り
、
剣
道
を
や
っ
て
汗
を
流
し
た

方
が
気
持
ち
が
い
い
よ
」
と
い
う
お

子
さ
ん
の
言
葉
で
　
昭
和
五
九
年
に

賢
吾
さ
ん
も
一
念
発
起
し
入
学
さ
れ

ま
し
た
。

　
賢
吾
さ
ん
は
、
剣
道
教
室
師
範
、

三
上
先
生
の
指
導
に
よ
っ
て
、
今
年

の
二
月
見
事
三
段
位
に
合
格
さ
れ
、

保
子
さ
ん
も
自
ら
書
道
を
学
ぶ
な
ど

多
忙
の
中
で
修
業
を
積
ま
れ
、
数
度

の
挑
戦
の
末
、
め
で
た
く
三
段
位
に

合
格
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
と
み

さ
ん
は
中
学
時
代
に
初
段
位
を
獲
得

し
、
目
下
高
校
で
国
体
選
手
を
目
指

し
て
修
練
中
で
す
。
そ
し
て
、
卓
巳

君
は
現
在
壬
生
中
の
一
年
で
、
去
る

七
月
、
初
段
位
に
合
格
し
ま
し
た
。

今
で
は
家
族
全
員
が
同
教
室
の
師
範

　
　
　
　
　
　
　
　
）

代
と
し
て
、
後
輩
の
指
導
に
当
た
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
古
来
、
文
武
㈹
道
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
剣
道
を
学
ぶ
者
は
学
問
に
お
い

て
も
大
い
に
そ
の
集
中
力
を
発
揮
し
、

成
果
を
挙
げ
て
い
る
事
例
は
多
く
あ

り
ま
す
が
、
ま
さ
に
、
大
垣
さ
ん
御

コ
永
は
そ
の
良
い
例
と
し
て
、
賞
讃

の
拍
手
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

心
は
す
ん
だ

　
宿
泊
学
習
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ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト
／

　
　
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
広
く
町
内
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
を
募
り
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
と
発
展

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
向
上
を
目
的
と
し
て
、
十
一
月
二

乍
七
日
、
南
犬
飼
中
体
育
館
で
、
第

四
回
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部

　
優
　
勝
　
　
壬
生
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝
　
　
壬
生
高
校

　
第
三
位
　
　
第
一
化
成

　
　
が
　
　
　
て
ま
り

収
穫
に
汗
／
・

（
男
子
の
部
決
勝
戦
）

女
子
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
第
三
位

壬
生
高
校

壬
生
ク
ラ
ブ

狸
協
医
科
大
学

　
睦
作
業
所
で
は
、
収
穫
の
秋
を
迎

え
、
十
一
月
二
十
日
、
作
業
所
の
人

た
ち
と
そ
の
父
兄
（
計
３
０
名
）
、
そ
し

て
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
（
計
２
５

名
）
の
協
力
を
得
て
、
共
同
作
業
に

よ
る
農
作
物
（
さ
つ
ま
い
も
、
里
い
も
、

大
根
）
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
年
間
、
丹
精
込
め
た
作
物
を
収

穫
す
る
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も

に
、
人
生
の
大
先
輩
で
あ
る
老
人
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

秋
空
ヘ
キ
ッ
ク
オ
フ

　
第
四
回
壬
生
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
、
町
総
合
連
動
場
で
十
一

月
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
中
学
生

の
部
と
一
般
の
部
に
分
か
れ
て
白
熱

し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ト
に
迫
力

　
十
一
月
二
十
三
日
と
二
十
七
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
第
ト
回
協
会
長

杯
争
奪
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

町
民
体
育
館
で
参
加
十
九
チ
ー
ム
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
最
初
ブ
四
ッ
ク
別
リ
ー

グ
戦
を
し
、
そ
の
り
Ｉ
グ
心
勝
者
六

チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

言
付
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
　
勝
　
　
九
輪
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
　
む
っ
み
チ
ー
ム

　
第
三
位
　
　
わ
か
ば
チ
ー
ム

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
基
金
寄
付
者

○
全
五
、
〇
〇
〇
円

　
壬
生
町
心
身
障
害
児
老
親
の
今
様

○
全
二
九
七
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
お
も
ち
や
団
地
協
同
組
合
様

○
全
九
七
、
五
〇
六
円

イ
ー
ト
ビ
ア
入
場
券
購
入
者
一
同
様

○
全
五
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
壬
生
町
文
化
協
今
民
謡
部
様

社
今
福
祉
協
議
今
寄
付
老

ｏ
全
五
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
様

ｏ
全
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
東
日
本
カ
ラ
オ
ケ
振
興
会
様

ｏ
全
五
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
古
河
鉱
業
壬
生
工
場
様

○
全
一
、
〇
〇
〇
円
　
匿
　
名
　
様

ｏ
全
二
三
三
円
　
　
　
匿
　
名
　
様

ｏ
全
六
、
三
六
一
円
若
林
秋
三
郎
様

きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります壬生町民憲章　１
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近
世
の
文
化
人
（
絵
画
）
に
触
れ
て

　
　
第
二
回
企
画
展
「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
Ｌ

　
十
一
月
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

二
十
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
企

画
説
は
、
江
戸
時
代
の
壬
生
藩
を
代

表
す
る
画
人
の
作
品
に
焦
点
を
当
て

て
実
施
し
ま
し
た
が
、
大
変
好
評
で

町
内
外
か
ら
約
一
、
五
〇
〇
名
の
参

観
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
企
両
説
に
資
れ
を
提
供
く

だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

m心び刄二汀こ1

ミ

ス

示談市||ﾝ

ｽﾚ　　　　　　　　　　　　　　ｻｽﾞ]]ｻﾞ
u

l奏ljiaiF　　　

………言………
i,

li

l

li

l,|

゛｀｀

飲

lll;1117　

付加肩巾扉､11.･,QI　　、.j

も　

烈川
U

ぬ

言皆

1万|

。_

j回

|

｡

jj…

…Jjﾙl

j

l

･lil 回

j

l

9Fj゛

万

…

…

…ﾐﾖ

ﾐjﾐ

ﾝ

呂

出
川
小
千
代

伊
沢
　
克
明

菊
盛
り
男
世
帯
の
洗
濯
日

梵
鐘
に
祈
り
の
一
打
秋
深
む

宇
井
　
秋
汀

飯
野
き
よ
子

松
島
　
敬
子

粂
川
　
綾
子

W

造
形
の
美
し
さ
（
埴
輪
づ
く
り
教
室
）

九
月
十
一
・
十
八
日
十
月
九
日

　
　
児
童
に
大
変
好
評
だ
っ
た
の
は
、

　
粘
土
を
使
う
「
埴
輪
・
土
器
作
り
」

　
教
室
で
し
た
。

　
　
手
は
ど
ろ
ん
こ
だ
ら
け
に
な
っ
て

　
も
何
の
そ
の
。
粘
土
細
工
は
お
千
の

　
も
の
と
子
供
た
ち
は
、
大
は
し
や
ぎ

　
し
な
が
ら
思
い
思
い
の
「
は
に
わ
」

　
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
そ
の
姿

　
は
、
古
代
人
が
ぼ
に
ヤ
に
魂
を

　
吹
き
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）
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11月の町内価格

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
の
高
ま
り
は
、

見
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
参
加
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ヘ
と
意
識
が
変
わ
り
、
余
暇
の

使
い
方
が
、
よ
り
積
極
的
に
な
っ
て

き
た
た
め
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
現
状
は
、
指
導
内
容
、
指

導
員
の
資
格
、
設
備
な
ど
明
確
な
基

準
が
な
く
、
日
本
テ
ニ
ス
協
会
や
日

本
水
泳
連
盟
な
ど
の
団
体
が
、
独
自

の
認
定
基
準
に
よ
り
資
格
を
与
え
、

そ
し
て
、
資
格
者
の
配
属
、
安
全
管

理
等
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
事
業

者
自
身
の
判
断
に
ま
か
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど
に

お
い
て
も
各
種
講
座
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
指
導
者
の
資
格
や
事
業

開
設
の
法
的
規
制
も
な
く
、
規
約
や

指
導
内
容
な
ど
す
べ
て
事
業
者
独
白

で
決
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
各
種
ス
ク
ー
ル
や
講

座
に
入
会
す
る
に
当
っ
て
、
一
般
的

に
は
施
設
の
状
況
や
日
程
、
地
理
的

条
件
の
ば
か
指
導
内
容
や
講
師
、
受

講
れ
な
ど
が
選
択
の
目
や
す
に
な
り

ま
す
が
、
入
会
す
る
前
に
規
約
な
ど

を
よ
く
確
か
め
る
と
と
も
に
、
既
に

入
会
し
て
い
る
人
な
ど
の
意
見
を
聞

い
た
り
し
て
、
確
実
で
楽
し
い
余
暇

の
利
用
を
し
た
い
も
の
で
す
。

兼言兼宍漸縦獅(回 瀬嫌嫌昧洗熊廟前説
廉廉廉 １　等　粉

　l　kg 168～　238 201 198

漸廉 も　も　肉
　　100g 128～　178 155 158

渉

回一ﾐ

蕪大jjl

ﾐ

゛ﾗjJ

゛ご

§i

l

ﾐ

J

゛

l

l ビ　ン　入
　1，650g

339～　498 397 410

1 x
j
l
y 諦

1 … …

… J … … …

,

ﾌ v j j j v

｡

… …

… …

万

万

1

,

劈

1

,

j 上　白　粧
　　l　kg

215～　250 233 230

㈲射謙宍 濃ロボリ入　ｌ　ｇ 150～　340 239 240

廉廉廉 100g 110～　348 213 212

水煮６号
　200g 83～　125 106 107

150g 758～1、150 887 892

謙併願 l　kg 90～　263 177 200

宍雁jJjjj渉うJyﾐ……,ｷﾞjﾐ

l　kg 130～　250 187 182

I

v j

゛

､

万 二 l

!

d … … ぐ

…

… 瞰 … …

U j

v

…

… …

,

… … l

10個入　Ｍ 120～　185 158 169
爆Ajﾐ､宍や

1ﾐAJ
jj宍鱗･J

1,200枚 185～　278 239 241

鸚皿 400枚 95～　147 123 131

４．１ｋｇ 880～　998 954 954

380mg 145～　288 156 173

奏節奏 30cmx20m 130～　238 184 179

翁必晦じ白 25cmx8m 100～　188 127 134

万灯言辻川i………;S由回

μ.゛｀　l　％♂♂　？

１８　必 666～　750 709 723

膳聯奏個 ５　� 2,660～2,660 2,660 2,660

廉朧胆 レギュラー
　１　£ 110～　117 １１３ １１５

１　必 65～　70 67 67

チピッ子アルハム

｀W゛起首らぺ(お宍)
ゼ
田
心
豊きりぱやしあ　り　さ桐林亜里沙ちゃん（ぃずみ）

昭和61年10月18日生まれ（２歳）

　（父）豊田雅雄さん　、

　（母）･/省子さんの次男
あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
ま
す
。

　
特
に
朝
は
、
納
豆
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
（
写
真
）
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
で
や
っ
と
ニ
ツ
コ
リ

　
　
　
　
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
一
月
十
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
　
（
父
）
桐
林
和
春
さ
ん
の
長
女

　
　
（
母
）
　
″
加
代
子
さ
ん

　
あ
冊
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
　
　
誰
か
ら
も
す
か
れ

　
　
　
活
発
な
女
の
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
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加入期間が25年
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↓

いいえ

昭5.4.1以前生

まれ

↓

いいえ

昭31.4.1以前生

まれ

いいえ

三
1
0
具
ｔ
者
・
黄
万

昭26.4.1

以前生ま

れ

広報み

￥
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あなたは、将来、老齢年金を受給できますか？

はい

削]㈲卵白吟社硝子

⇒

生年月日に応じて次の加入可

能年数すべて保険料を納めて

いれば627,200円〈注2〉〈注3〉

生年月日 加入可能年数

昭2.4.1以前 25　年

昭3.4.1 26　年

昭4.4.1 27　年

昭5.4.1 28　年

昭6.4.1 29　年

昭7.4.1 30　年

昭8.4.1 31　年

昭9.4.1 32年

昭10.4.1 33　年

昭11 .4.1 34　年

昭12.4.1 35　年

昭13.4.1 36　年

昭14.4.1 37　年

昭15.4.1 38　年

昭16.4.1 39年

昭16.4.1以後 40　年

納付期間が　、，不足する人

627,200円×
(昆犀川1晶肪ぺ

加入可能年数×12

はい

加入期間が生年

月日に応じて右

の期間ある

　　　　〈注１〉

生年月日 期間

21年 はい昭2.4.1以前

昭2.4.2～昭3.4.1 22年 ／

昭3.4.2～昭4.4.1 23年

昭4.4.2～昭5.4.1 24年

↓いいえ

いいえ

はい
厚生年金の加入

期間が生年月日

に応じて右の期

間ある

生年月日 期間
はい

昭27.4.1以前 20年

昭27.4.2～昭28.4.1 21年｜　　　　ダ

いいえ

昭28.4.2～昭29.4.1 22年

昭29.4.2～昭30.4.1 23年

昭30.4.2～昭31 .4.1 24年

↓いいえ

　はい

⇒

40歳(女子･船員･

抗内員は35歳)

以後の厚生年金

の加入期間が生

年月日に応じて

右の期間ある

生年月日 期間
はい昭22.4.1以前 15年

昭22.4.2～昭23.4.1 16年 ／

昭23.4.2～昭24.4.1 17年

昭24.4.2～昭25.4.1 18年

昭25.4.2～昭26.4.1 19年

加入期間の晋以上

保険料を納めてい

る　　〈注４〉

直近の１年間に保

険料の未納がない

　（昭71.3まで）

20歳前に障害をう

け、20歳になった

度
が
’
‐
級

障
害
の
程

度
が
２
級

障
害
の
程

→

　　　784,000円

　　　627,200円

IB塵未満（または20塵未満の

障害）の子があるときは２人

目まで1人につき188,100円

その他の子1人につき62,700

〈注１〉すべての公的年金制度の加入期間の合計です。国民年金の加入期間は、

　　　　保険料を納めた期間と保険料免除をうけた期間です。サラリーマンの

　　　　奥さんの場合は、国民年金に任意加入しなかった期間も計算に入れま

　　　　す。

〈庄２〉昭和36年４月以後の厚生年金の加入期間は、保険料を納めた期間とな

　　　　ります。また、昭和61年４月以後の厚生年金の被扶養配偶者の期間

　　　　(20歳以上60歳未満の主に家庭にいるサラリーマンの奥さん)も、保

　　　　険料を納めた期間となります。

〈注３〉ご主人の厚生年金の加給年金額の対象となっているサラリーマンの奥

　　　　さんは、生年月日に応じてご自分の老齢基礎年金に｢振替加算｣がおこ

　　　　なわれます。

<注４〉保険料の免除を受けた期間も含みます。

ヂ'八八･,･べ一･ﾀﾞﾀﾊﾞj7,･ｽﾞﾆｰ･lffy.･7･ご･ここらﾁﾞy
≪ぐ死亡)しだと･き且レ

て‥≒穴岩yy.完包}.･どｙ万万゛.？y･じひづデ･

加入期間の普以上

保険料を納めてい

る　　〈庄４〉

置近の１年間に保

険料の未納がない

　(昭71.3まで)

　○妻に支給されるとき

　　　　　　　/基本　　627,200R
　　815.300円X第i子加算iSUﾛ0円丿

　子が２人以上のときは２人目の子に

　IE18,100円，３人目以降は１人につき

　62,700円を加算

○子に支給されるとき

　　627,200円

　？が２人以上のときは２人目の子|ご

　18a,100円，ａ人目以降は１人につき

　62,700円を加算し，子の人数で割つ

　た額をそれぞれの子に支給

　　--|･ ・･■･　■■･■･㎜　　　　　　　　　㎜･･　■

加入中の死亡

老齢基礎年金の

受給資格を満た

しての死亡

子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

　
（
子
＝
１
８
歳
未
満
お
よ
び
2
0

歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
子
）
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韓
国
（
ソ
ウ
ル
）
か
ら

　
歌
声
の
天
使
た
ち
が
や
っ
て
く
る

　
本
町
に
お
い
て
も
国
際
親
善
の
友

好
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
一
月
二
十

五
日
永
）
壬
生
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
壬
生
少
年
少
女
合
唱
団

も
賛
助
出
演
し
、
宣
明
会
合
唱
団
と

の
合
同
出
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
一
九
八
六
年
の
初
来
日
以
来
、
私

た
ち
に
感
動
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

か
、
本
当
の
音
楽
を
教
え
て
く
れ
た

合
唱
団
が
、
再
び
日
本
に
や
っ
て
き

ま
す
。
ふ
く
よ
か
で
、
そ
し
て
、
繊

細
な
「
ひ
び
き
の
世
界
」
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
韓
国
宣
明
会
児
童
合
唱
団
は
、
世

界
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
第
一
位
受
賞
の
実
績
を

持
ち
、
今
回
、
日
本
と
の
国
際
友
好

親
善
を
深
め
る
た
め
、
北
海
道
札
幌

市
を
か
わ
き
り
に
、
一
月
十
六
日
か

ら
三
大
日
ま
で
の
ト
六
日
間
、
日

本
公
演
を
し
ま
す
。

　
一
月
二
十
五
日

Ｈ
Ｈ
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分

入
場
料
　
　
五
〇
〇
円

※
入
場
券
は
十
二
月
十
日
よ
り
、
稲

　
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
、
及
び
壬
生

　
中
央
公
民
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

　
す
。

選挙啓発コピー

　（標語等）のコンクールで

最優秀賞

　
十
二
月
四
日
に
行
わ
れ
た
栃
木
県

知
事
選
挙
の
標
語
「
県
政
を
我
家
に

む
す
ぶ
こ
の
一
票
」
は
、
台
宿
の
荒

川
博
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　
こ
れ
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

知
事
選
挙
に
向
け
、
広
く
県
民
か
ら

選
挙
啓
発
Ｊ
ピ
ー
（
標
語
等
）
を
募

集
し
、
応
募
総
数
二
、
〇
三
九
点
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

図

W

り

　
　
○
移
動
図
書
館

ｏ
幸
町
一
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
裏

・
１
月
1
9
日
出
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
（
1
2
月
の
巡
回
は
、
終
わ
り
ま
し

　
た
。
ま
た
、
２
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

ｏ
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
校
庭

・
1
2
月
2
1
日
用
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
（
次
は
、
１
月
1
8
口
内
で
す
）

　
　
○
図
書
館
の
催
し

ｏ
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

　
る
　
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

・
１
月
2
1
日
出
　
図
書
館
児
童
室

　
　
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分

言
一
丿
一
書
会

　
※
１
月
は
お
休
み
で
す
。

・
２
月
1
0
日
�
　
午
後
１
時
半
か
ら

　
　
テ
キ
ス
ト
　
渾
地
久
枝
著

　
　
　
　
『
雪
は
よ
ご
れ
て
い
た
』

　
　
○
寄
贈
図
書

ｏ
足
助
尚
一
氏
（
経
済
書
ほ
か
）

ｏ
石
崎
新
八
氏
（
『
天
皇
陛
下
』
）

ｏ
海
老
沼
文
子
氏
（
文
芸
書
ほ
か
）

ｏ
大
倫
茂
雄
氏
（
心
理
学
の
本
）

○
小
野
塚
謙
三
氏
（
幼
児
教
育
書
）

ｏ
田
中
二
仁
氏
（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
大

凡
戸
崎
義
雄
氏
（
工
学
書
）

ｏ
長
谷
川
太
郎
氏
（
文
芸
書
）

○
広
瀬
隆
雄
氏
（
経
済
書
ほ
か
）

ｏ
横
山
城
之
氏
（
山
岳
、
ほ
か
）

　
　
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
寄
贈
。

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
お
し
ら
せ

　
　
「
広
報
み
古
紙
上
で
、
す
で
に

何
度
か
お
し
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
。

　
　
来
年
、
１
月
５
日
用
か
ら
、

図
書
館
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

っ
た
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
貸
出
・
返
却
・
本
の
検
索
な
ど
の

業
務
が
、
今
よ
り
も
速
く
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
借
り
ら
れ
る
本
の
冊

数
も
、
現
在
は
、
ひ
と
り
２
冊
ま
で

で
す
が
、
１
月
５
日
用
か
ら
は
、

ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
に
な
り
ま
す
。

　
大
い
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
本
を
借
り
る
に
は
「
貸
出
券
」
が

必
要
で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
○
１
２
月
～
１
月
の
休
館
日

・
1
2
月
1
9
・
２
６
日
。
１
月
９
・
1
6
日

　
ま
た
、
１
月
1
5
日
�
は
、
祝
日
（
成

人
の
日
）
で
す
の
で
、
休
館
で
す
。

　
な
お
、
年
末
年
始
も
休
館
と
な
り

ま
す
。
（
1
2
月
2
8
ロ
～
１
月
４
日
）

］?藤疼遜襄漏言言V

jμ｀j｀｀｀゛｀゛（　　JU　41､’､mi陪,い阻隔y

入館　3,054人（十197）

貸出　4,118冊（－196）

o移動図書館

利用世帯数　88（　3）

貸出冊数　818（十21）

駐車場数　　２（士O）

　　　（　）は前月比
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し
く
み

国
保
が
守
る
わ
が
家
の
健
康

　
国
民
心
保
険
の
制
度
に
基
づ
き
、

職
場
の
医
療
保
険
（
社
会
保
険
等
）

に
加
入
し
て
い
る
人
や
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
入
以
外
の
国
民
は
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

被用者保険
の保険者

退職者の

医療費の一部

保　険　者

医療費請求額の審査

　　結果を連絡する

国保連合会

保
検
証
を
診療養を

　支払う

交
付
す
る
。

保
険
税
を
納
め
る

　
国
保
で
は
、
家
族
の
一
人
ひ
と
り

が
み
ん
な
披
保
険
者
で
す
が
、
加
入

す
る
と
き
の
届
け
出
は
世
帯
ご
と
に

行
な
い
、
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯

主
が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

診療費を

請求する

地国
方
自庫
治
体補
補
助助

治療を受ける

保　険　医被保険者

一部負担金を支払一

国保給付のいろいろ

　
国
保
の
給
付

　
病
気
や
ケ
ガ
で
医
療
機
関
の
治
療

を
受
け
た
場
介
、
国
保
の
保
険
証
を

提
出
す
れ
ば
、
三
割
（
退
職
者
医
療

制
度
の
該
当
者
は
二
割
又
は
三
割
）

の
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
、
残
り

の
医
療
費
は
、
国
保
が
負
担
し
ま
す
。

　
国
保
は
次
の
よ
う
な
給
付
を
し
て

み
な
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

●厚生年金受給者と負担者の関係

　国保の給付制限

海参熊蝉牡賠概乾/il,゛叉,゛,./
,

|/

/

1

にi

゛

,･
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゛

,

1
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｀

,i

ﾜﾀﾞ

jj

f

,に

蕭廉゛惑
･

れ雀微微
･l,i/.゛

,j

l,万

/

Wy

・正常な妊娠、分娩

・経済上の理由による

　妊娠中絶

・歯列矯正

・美容整形

・健康診断

・仕事中のケガ

・継続療養（以前の職

　楊の保険が使えると

　き）

・罪を犯して病気やケ

　ガをしたとき

・麻薬中毒、自殺など

　故意にした病気やケ

　ガ

・被保険者が酔っぱら

　ったりけんかをした

　ためのケガや病気。

・医師や保険者の指示

　に従わなかったとき

言淫言言 使節節齢刺請願綴 言詣癩暉細緻鮒溶 回議漸㈲据膳漸訪

●病気になったとき

●ケガをしたとき

●歯が痛むとき

かかった費用の３割ま

たは２割を支払うだけ

で治るまで治療が受け

られます

国保を取り扱って

いる医療機関へ保

険証を提示するこ

と
言言言言言

言言言斤言言

●費用がかさむとき

病院の窓□で支払った

費用が、54,000円を超

えた場合、その超えた

分について払い戻しが

受けられます

被保険者が同一の

医療機関で同一月

にかかった費用に

対してであり、差

額ベッドなど保険

給付の対象となら

ないものには適用

されない

●やむをえない理由

　で、国保の取り扱

　いをしていない病

　院で診てもらった

　ときや、保険証が

　使えなかったとき

審査のうえ、決定した

額の７割または８割に

ついて払い戻しが受け

られます

事情をよく審査し

たうえで支給しま

す

●歩行不能または困

　難な入院患者の付

　き添い看護、移送

　の費用

ﾉｿ

医者の指示があっ

た場合のみ事前に

国保の承認が必要

●あんま、はり、マ

　ツサージ、きゅう

　の施術費

ﾉﾉ
医者の同意書が必

要

●コルセットなどの

　補装具

●輸血のための生血

　代

ﾉｿ ﾉｿ

●柔道整復師の施術

　費

同上（３割または２割

の支払いで治療を受け

られる地域もあります）

医者の同意を得れ

ばよい。また、そ

の必要のない地域

もある。

●子どもが生まれた

　とき
助産費が支給されます

●加入者が亡くなら

　れたとき
葬祭費が支給されます

W
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匹　　心　ベヘ　　　心　ﾌﾏ　声ｒ-　　　　　　　　　　　ｌｊ　　　　　ヽ。　ｊ　Ｊ，１　４．１･･・ｌ_１．

　匹　　Ｗふ　　　だ乙　ﾉ太太　ｋ刀厚な老国該゛び合　｀現

肢生し１　大保当でそを長在

用年大保にす受の受年　｀
習合　健加る診寒け公国

年保　法入人す族て社保

全険　　のし　　るはい　や　に

のや　　適て　　こ　べる役加

老其　　用い　　　　と退70所大

鈴済　　をる　　に職歳等し
こ組　受入　　な者未にて
退合　け　　　り医渦動い

竺な　て　　　ま療のめる

年と　い　　　　　　す制方て入
　　　　　　　Ｃ　　　ゝ

書らは　　⌒－
を適　｀退届国年上い通金

受用年職け民以　｀る算を

けと念者出年上久人老受
とな受医～合あはで齢け

っり給療　　はる4C　｀年て

た　ま　才拓郎丿　　到-入部と力口金しゝ

日すが｀度　　象　゜以大のる

かの発へ　　と　　後期支人
らで生の　　な　　の間給　゜

十　｀　し　力口　　　り　　　期　が｀　を　ま

四年だ大　　ま　　間20受か

日　合　日　資　　せ　　　力゛年　け　は

薇

回……｀ﾈ宍

1

,

職

一

大い

医

籐］

態

jl､ヽ､1j､J

い

…………

2　　　Q一八/仙こ？Ｑ，Ｕ､、ｊ　　　　
必ず届け出を./

R　（異動かあった日から14日以内に）
(･ｊ

･}ｊ

ｊ

？ｊ

(･ｊ

ｊ

能う

,

ｸ ､

､

で 回

.

j で 白

､

y

･

y

1

｀

言言帽宍浦言峯言聡回漣言言丿白 飯言言晰新畢藻淑森言言言回

才| 他市区町村から転入して来た
とき

E[]かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき E[]かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったと

き
E[]かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印かん､保険証､母子健康手帳

他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証

生活保護を受けることになっ

たとき

印かん、保険証、保護開始決

定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死亡を証明

するもの
八入　ii1Lﾌﾉ　１曾　　　心　　　・りとﾉ、に

　　　　　　　　　　　　　　　ご

↓咬|血　μtt　　　　　　　z心　r乎-7　

1 願示

偏示

顕

,こ……

徴

自記

退職者医療制度に該当したと

き
E[]かん、年金証書、保険証

　関係診　退証に　・
自　に険療　職吉住ｓ

己提退を医被を民゛
　出職受療保添果

丿

負し被け機険え又

相　ご係る間者マは　Ｓ
‾下険とに証届両

万

の　さ者きかでけ出Ｊ

割い証口こｶヽ　出張？

ふ　゜ｃ　ぺる　　て所・
゜　　を国と　　下にＳ
　　医民き　　さ　｀

ｊ

　　療健゛　　い　年　゜

退職者医療制度に該当しな＜

なったとき
印かん、保険証

住所、世帯主、氏名などが変

わったとき
印かん、保険証

m1｀｀’脚汽1｀｀｀゛

､i､ゝ’｀゛、｀
;臓配……入

-ヽ｀､､ぷ｀隔心氾

顕然

保険証をなくしたり、よごれ

て使えなくなったとき

E[]かん、使えなくなった保険

証、身分を証明するもの

修学のため、子どもが他の市

区町村に下宿するとき
印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証

がほしいとき
印かん、保険証

ｊ

心

　
肢
保
険
者
が
、
同
じ
月
内
に
同
じ

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
、
一
部
負

祈
念
の
合
計
が
、
次
の
よ
う
な
金
額

を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
差
額
に
っ

い
て
高
額
療
養
費
の
支
給
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

①
自
己
負
担
限
度
額
　
五
四
、
〇
〇
〇
円

丘
民
税
非
課
税
世
帯
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

�
同
じ
世
帯
で
同
じ
月
に
三
〇
、
〇

　
〇
〇
円
（
住
民
税
非
課
税
言
ｍ
は
、

　
二
Ｉ
、
○
○
○
円
）
以
上
の
支
払

　
い
を
複
数
の
方
が
行
な
っ
た
場
合

　
は
、
介
算
し
て
一
世
帯
で
五
四
、

　
〇
〇
〇
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）
が
負
担
限
度

　
額
に
な
り
ま
す
。

㈹
同
じ
世
帯
で
負
担
限
度
額
を
超
す

　
支
払
い
が
十
二
ケ
月
間
に
四
回
以

　
上
あ
っ
た
と
き
は
、
四
回
目
か
ら

　
の
負
押
限
度
額
は
三
〇
、
〇
〇
〇

　
円
（
住
民
升
説
枇
世
帯
は
二
Ｉ
、

　
○
○
○
円
）
に
な
り
ま
す
。

㈲
長
期
治
療
の
必
要
な
病
気
（
血
友

　
病
・
慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
の

　
方
等
）
の
場
合
、
支
給
対
象
額
は

　
一
ケ
月
一
〇
、
〇
〇
〇
円
が
最
高

　
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

　
　
（
対
象
者
は
、
特
定
疾
病
療
養
受

　
療
法
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
）

①
月
の
一
日
か
ら
月
末
日
ま
で
の
受

　
診
を
一
ケ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

②
複
数
の
病
院
へ
同
時
に
か
か
っ
た

　
場
合
、
医
療
費
は
別
々
に
計
算
さ

　
れ
ま
す
。

③
総
合
病
院
の
斉
診
療
科
は
、
そ
れ

　
ぞ
れ
別
の
病
院
と
し
て
扱
い
ま
す
。

　
但
し
、
入
院
患
者
が
他
の
診
療
を

　
う
け
た
と
き
は
、
歯
科
以
外
の
費

　
用
は
合
算
さ
れ
ま
す
。

ヱ
ご
っ
の
病
院
・
診
療
所
で
も
入
院

　
と
通
院
は
別
々
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

⑤
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
差

　
額
ペ
ッ
ト
代
や
付
き
添
い
看
護
料

　
歯
科
の
差
損
負
担
分
は
計
算
さ
れ

　
ま
せ
ん
。
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ま
ち
づ
く
り

　
　
む
ら
づ
く
り
に
一
役

　
　
第
六
回
壬
生
町
総
合
産
業
ま
つ
り

一一一~　　　　　　｜
¬一一10周年で盛大1
！

こ一一－一町文化祭開かれる

一
　
壬
生
町
の
産
業
を
一
堂
に
会
し
、

一
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
振
興
、
発
展
を

期
す
る
た
め
、
第
六
回
千
生
町
総
合

産
業
ま
つ
り
が
、
十
一
月
三
日
、
町

総
合
運
動
場
に
お
い
て
、
一
万
五
千

大
の
人
出
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
町
観
光
協
会
発
足
の
年
で

も
あ
り
、
合
計
七
ト
四
の
業
者
及
び

団
体
が
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
お
店

や
展
示
物
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
催

し
も
行
わ
れ
て
盛
り
卜
げ
ま
し
た
。

新
福
和
田
橋
が
完
成

　
県
道
上
田
宍
Ｌ
生
線
の
黒
川
に
架

か
る
福
和
田
橋
が
完
成
し
、
十
一
月

八
日
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
橋
は
、
長
さ
約
一
言
フ
ー
ト

　秋の恒例行事となりました町の文化祭が、

10月22日の華道展をかわきりにｎ月20日まで

開催されました。

　町文化協会10周年記念ということで、各部

とも例年になく盛大に行われました。

　また、11月20日に催されました民謡舞踊大

会では、入場料益金５万円をチャリティとし

て町へ寄付されました。

製造事業所のみなさん二
-

ル
、
幅
は
十
メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
り

四
隅
の
み
か
げ
石
製
親
柱
に
は
、
壬

生
中
の
生
徒
が
描
い
た
か
ん
ぴ
ょ
う

が
彫
り
込
ま
れ
、
歩
道
に
も
か
ん
ぴ

ょ
う
を
図
案
化
し
た
カ
ラ
上
平
板
が

あ
り
ま
す
。

　
開
通
式
に
は
、
県
、
町
を
け
じ
め

地
元
の
地
権
者
、
施
工
業
者
な
ど
約

八
月
名
の
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
渡
り
初
め
で
は
地
元
で
親
子
三

代
夫
婦
の
大
橋
喜
之
進
さ
ん
（
八
付

八
歳
）
　
一
家
を
先
頭
に
、
り
っ
ぱ
に

完
成
さ
れ
た
橋
を
一
歩
一
歩
感
慨
深

け
に
ル
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ご協力ください一二
　通商産業省では、昭和63年の「工業統計調

査」と「石油等消費構造統計調査」を12月31

日現在で行います。

　調査の対象となる製造業を営む事業所には、

年末年始にかけて調査員が伺います。調査内

容は､統計以外の目的には使われませんので、

安心してご協力くがさるようお願いします。

心

ヽ -

厚
生
大
臣
か
ら

　
　
　
　
　
業
務
委
託

　
戦
傷
病
者
の
援
護
に
熱
意
と
識
見

を
有
し
、
福
祉
の
一
層
の
増
進
を
図

る
た
め
必
要
な
指
導
を
行
う
戦
傷
病

者
相
談
員
に
、
青
木
俊
男
さ
ん
（
羽

生
田
二
六
九
二
、
電
話
ハ
ー
〒
一
〇

三
五
）
が
、
壬
生
町
、
石
橋
町
、
国

分
寺
町
、
都
賀
町
の
地
区
担
当
と
し

て
。
、
厚
生
大
臣
か
ら
十
月
一
日
付
を

も
っ
て
業
務
委
託
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
戦
没
者
遺
族
等
に
対
す
る

ａ
●
Ｓ
一
一
●

戦
没
者
相
談
貝
に
は
、
落
合
俊
保
さ

ん
（
石
橋
町
大
字
下
古
山
七
こ
二
、

電
話
○
二
八
五
し
五
一
丁
フ
ヱ
八
二
）

が
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ー
月
号
の
五
ペ
ー
ジ
下
段
、
町

へ
二
〇
万
円
を
寄
付
の
と
こ
ろ
の
写

真
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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昭和63年をふりかえって

１月・各界代表者の出席を得て新年祝賀式を開催（中央公）

　　一新成人者594名を迎え、成人式を行う（中央公）

　　・第３回みぷ文化教室で講演会が開がれる（中央公）

２月・睦コミュニティ結成10周年を記念し行政懇談会を開く

　　・第１回昭民鋼引き大会に計38チーム参加（総合運動場）

　　・第１回企画展「壬生藩と大名」を開催（資料館）
-------------------------------------------一一----------------一一------------

３月・昭和62年度施設合同落成式を行う（農協会館）

　　　・壬生北小学校新校舎が完成

　　　・壬生昭史「資料編原始古代中世」を発刊頒布する

４月・嘉�が丘ふれあい広場に宿泊研修施設:オーブン

　　・春の交通安全運動が展開される

　　・町名誉町民の松本義氏が逝去される

　　・春の叙勲に町がら３名の方が受章される

５月・明大マンドリン倶楽部の演奏会が開かれる（中央公）

６月・関東地方統一差化キャンペーンに3､800人が参加

　　一昭議会議長に橋本幸明氏、副腫長にこ石川昭三氏就任

フ月・部長制を実施（総務部・民生経済部・建設部）

　　・第６回壬生町青少年健全育成町民総決起大会を開く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央公）

　　・交通マナー高揚のため、県教育長ヘリで南犬中を訪問

８月・町民の意見、要望に応えるため町民窒を開設

　　・消防夏期点検を町総合運動場で行う

　　・ふるさとまつりに２万人の人出で賑わう(総合運動楊)

９月・第４回みぷ文化教室が行ｵっれる（中央公）

　　・第13回壬生町交通安全町民大会を開催（中央公）

　　・全町民巷加による秋の交通安全運動を実施

　　・敬老のつどいに800人のお年寄を招待（中央公）

　　・第８回健康ふくしまつりにぎわう（保健福祉センター）

　　・児童館の建設工事始まる（ひばりが丘団地）
==========================================㎜㎜㎜㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜====

10月・第19回町民泌け応け大会に200名参加

　　　　・姉妹都市水口町の議会関係者が来町

一昭民体育祭に57自治会チームガ参加(総合運動場)

一男10回壬生田]文化祭が開催される(中央公)

11月・教育長に榎本和平氏、教育委員に中里晃教氏が就任

　　・壬生EI総合産業祭で15､000人の入場者(総合運動場)

　　・第二回企画展｢近世壬生の画人たち｣を開催(資料館)

　　・町政懇談会が町自治会連合会主催で行われる(中央公)
--------------------------------------------一一---------------------------･

12月・消防通常点検を睦小学校で行う

　　　・栃木県知事選挙行われる

　　　・文化協会創立10同年記念式典行われる（中央公）

　　　・第４回自治会対抗駅伝大会行ｵっれる

宿
泊
研
修
施
設

　
　
　
オ
ー
ブ
ン
（
四
月
一
日
）

　
第
十
回
町
文
化
祭
開
催

（
十
月
二
十
三
日
～
十
一
月
二
十
一
七
日
）

壬
生
北
小
学
校
新
校
舎

　
　
　
　
　
　
完
成
（
三
月
十
日
）

町
［
氏
体
育
祭
開
催

　
　
　
　
　
　
（
十
月
二
十
三
日
）

心

心
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「
売
れ
つ
子
作
家
を

　
　
目
指
し
て
Ｌ

　
　
安
塚
小
六
年
　
鈴
木
正
浩

　
ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
売
れ
っ
子
の
作

家
に
な
る
こ
と
で
す
。
買
っ
た
り
借

り
た
り
し
た
本
を
い
つ
も
読
ん
で
い

る
と
、
何
と
な
く
自
分
も
こ
ん
な
本

を
書
い
て
み
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て

く
る
か
ら
で
す
、
そ
れ
に
、
作
家
に

な
っ
て
、
本
が
き
ら
い
な
子
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

　
で
も
、
売
れ
っ
子
の
作
家
に
な
る

に
は
、
国
語
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。
だ
か
ら
、
勉
強
も
運
動
も
、

今
以
上
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
ど
ん
な
子
ど
も
に
も
楽

し
め
て
、
ま
た
、
い
つ
読
ん
で
も
あ

き
の
こ
な
い
本
を
霞
け
る
立
派
な
売

れ
っ
于
作
家
に
な
っ
て
、
世
の
中
で

役
に
立
つ
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
こ
れ
が
、
ぼ
く
の
希
望
で
す
。

給料などの支払調書

　は１月31日までに

　
給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、
配

当
な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払
先
の
住

所
、
氏
名
、
支
払
金
鎖
な
ど
を
記
載

し
た
書
類
（
支
払
調
書
）
を
税
務
署

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
支
払
調
書
は
、
そ
の
年
中
の

支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
作
成
し
提

出
す
る
も
の
で
、
利
子
、
配
当
な
ど

の
一
部
を
除
き
、
提
出
期
限
は
支
払

っ
た
年
の
翌
年
の
１
月
3
1
口
で
す
。

主
な
支
払
調
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と

金
な
ど
の
給
与
等
を
支
払
っ
た
支
払

者
は
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

を
作
成
し
、
昭
和
6
4
年
１
月
3
1
日
ま

で
に
す
べ
て
の
受
給
者
に
交
付
す
る

と
と
も
に
、
一
定
金
額
以
上
の
受
給

者
の
も
の
は
税
務
署
に
提
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、

す
べ
て
の
も
の
を
受
給
者
の
住
所
地

（
・
昭
和
6
4
年
１
月
１
日
現
在
）
の
市
町
｀

村
に
提
出
し
ま
す
。

　
〈
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び

　
　
　
　
　
　
賞
金
の
支
払
調
書
〉

　
昭
和
６
３
年
中
に
、
外
交
員
、
集
金

人
、
バ
ー
等
の
ホ
ス
テ
ス
な
ど
に
支

払
わ
れ
た
金
額
の
合
計
が
、
同
一
人

に
対
し
て
5
0
万
円
を
超
え
た
場
合
、

　
「
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞
金

の
支
払
調
書
」
を
、
税
務
署
に
提
出

し
ま
す
。

〈
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書
〉

　
昭
和
６
３
年
中
に
不
動
産
の
使
用
料

等
を
支
払
っ
た
法
人
や
個
人
の
不
動

産
業
者
の
方
は
、
同
一
人
に
対
し
支

払
金
額
の
合
計
が
1
5
万
円
を
超
え
た

場
合
、
「
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払

調
書
」
を
作
成
し
税
務
署
に
提
出
し

ま
す
。

　
〈
不
動
産
の
譲
り
受
け
の

　
　
　
　
　
　
対
価
の
支
払
調
書
〉

　
昭
和
６
３
年
中
に
不
動
産
の
譲
り
受
け

の
対
価
を
支
払
っ
た
法
人
や
個
人
の

不
動
産
業
者
の
方
は
、
同
一
人
に
対

す
る
支
払
金
額
の
合
計
が
百
万
円
を

超
え
る
も
の
に
つ
い
て
「
不
動
産
等

の
譲
り
受
け
の
対
価
の
支
払
調
書
」
を

作
成
し
、
税
務
署
に
提
出
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
�
⊇
〒
○
八
八
五

　
　
　
　
　
　
）

退
　
　
職
　
　
十
一
月
三
十
日
付

　
山
口
三
男
（
総
務
課
至
言

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止

　
1
2
月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く

な
り
、
交
通
事
故
等
が
多
発
し
ま
す
。

　
安
全
運
転
で
心
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
っ
か
り
と
締
め
ま
し
ょ
う
。

　
前
月
号
の
身
近
な
視
の
い
ろ
い
ろ

③
「
年
末
調
整
」
の
下
段
十
一
、
十

二
行
目
を
次
の
よ
う
に
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

　
す
。

　
　
県
民
税
（
四
期
）
　
　
一

将

一
月
三
十
一
日
）

　
　
　
　
’
－
Ｊ
－
－
Ｊ
’
ド

　　　　こ－aｮ1､4、「内外情勢と日本経済の見通し」　評論家ジャーナリスト　焉信彦先生匹　

日時　１月20日溺午後１時30～3時30分　　　場所　壬生町商工会館

諺
く
の
ゆ
め

③
唐
‰
）
⑨
節
節

「
や
さ
し
い
先
生
に

　
　
　
　
　
な
り
た
い
Ｌ

　
私
の
夢
は
フ
ル
ー
ト
の
先
生
に
な

る
こ
と
で
す
。
私
は
、
毎
週
一
回
先

生
に
お
そ
わ
り
、
フ
ル
ー
ト
を
習
っ

て
い
ま
す
。
フ
ル
ー
ト
で
自
分
の
好

ｉ

き
な
曲
を
ふ
い
て
い
る
と
、
と
て
も

心
が
や
す
ら
ぎ
ま
す
。
フ
ル
ー
ト
の

先
生
は
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
ま

い
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
私
は
先

生
が
大
好
き
で
す
。

　
私
も
そ
ん
な
や
さ
し
い
先
生
に
な

っ
て
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
、

フ
ル
ー
ト
を
教
え
て
あ
げ
た
い
の
で

す
。
フ
ル
ー
ト
を
ふ
い
て
、
音
楽
を

聞
い
て
、
あ
た
た
か
い
心
の
持
ち
主

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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